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コンテンツ登録実習 ポイントと解答例 

平成21年度学術ポータル担当者研修 第2日「コンテンツ構築実習」 

 

名古屋会場(2009/08/06)：土出郁子（大阪大学） 

東京会場(2009/09/10)：徳田聖子（筑波大学） 

 

 

☆ メタデータ入力の全体的なポイント ☆ 

 

タイトル，NII 資源タイプは junii2 の必須項目ですので必ず入れましょう。（junii2 では URI を identifier と
しているため最重要必須になりますが，設計上自動で入るはずですので，メタデータ入力時には気にしな

くてよいでしょう。今回の入力項目にも設定していません） 
 
「繰り返し不可」の項目以外は，繰り返し（同一の項目名で複数設定）が可能です。 
 
雑誌の場合，巻，号，頁，ISSN などを入れておくと論文単位でリゾルバが対応してくれます。（リポジト

リ自体がOpenURL 対応している場合に○♪ 対応していなくてもAIRway 効果で◎♪） 
 
書誌が日本語等の場合，アルファベット（別言語表記）以外に「ヨミ」を入れるかどうかも，各機関のポ

リシーに拠ります。本解答例では「ヨミ」も採用しましたが，採用していない機関もかなりあります。採

用する場合はヨミと別言語表記で項目名を分けるパターンも多いです。 
 
 
 
 
☆ 解答例 ☆ 

 

各メタデータの入力ポリシーは機関によって異なりますので，この解答もあくまで「例」です。実習での

入力内容やご自身の機関のメタデータと比べてみてください。 

 
 

○課題1 【著作権演習 問題2】 

 

Imai, Akio ; Nishimura, Etsuko ; Current, John 
A Lagrangian relaxation-based heuristic for the vehicle routing with full container load. 
European Journal of Operational Research, 176(1), p. 87-105, 2007. 
doi:10.1016/j.ejor.2005.06.044 

 
European Journal of Operational Research 
Amsterdam : North-Holland Pub.  ISSN: 03772217 NCID= AA0017802X 

 
項目名 値 

タイトル 
A Lagrangian relaxation-based heuristic for the vehicle routing with full 
container load. 
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著者 Imai, Akio 
著者 Nishimura, Etsuko 
著者 Current, John 
出版元 North-Holland Pub 
作成日 2007 
資源タイプ 学術雑誌論文 
ISSN 03772217 
書誌レコード ID AA0017802X 
雑誌名 European Journal of Operational Research 
巻 176 
号 1 
開始頁 87 
終了頁 105 
刊行日 2007 
DOI doi:10.1016/j.ejor.2005.06.044 
言語 英語 
テキストバージョン author 

 
☆課題1のポイント☆ 

 
著作権演習で調べたとおり，Elsevier のCOPYRIGHT (Authors’ Rights) に，著者の権利として 
the right to post a revised personal version of the text of the final journal article (to reflect changes made in the 
peer review process) on the author's personal or institutional web site or server, incorporating the complete 
citation and with a link to the Digital Object Identifier (DOI) of the article; 
とあるので（下線部は執筆者），リポジトリに登録できるのは査読後の内容を反映した著者最終稿です。 
このガイドに従って，出版社版へのDOI リンクをつけます。 
textversion は author となります。 
right 表現についてはElsevier からは要求されていませんので，任意です。 
 

 

 

○課題2 【著作権演習 問題6】 

三浦 彩子, 金子 晋也, 是永 美樹, 八木 幸二 
都市における商業施設の公開スペースの構成 
日本建築学会計画系論文集 73(625), 573-578, 20080330 

 
日本建築学会計画系論文集 

東京 : 日本建築学会 ISSN=13404210   NCID=AN10438548 
 

項目名 値 
タイトル 都市における商業施設の公開スペースの構成 
タイトルの別形 COMPOSITIONS OF OPEN SPACES IN URBAN COMMERCIAL 

BUILDINGS 
タイトルの別形 トシ ニ オケル ショウギョウシセツ ノ コウカイ スペース ノ コウセイ
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著者 三浦, 彩子 
著者 金子, 晋也 
著者 是永, 美樹 
著者 八木, 幸二 
著者の別形 ミウラ, サイコ 
著者の別形 カネコ, シンヤ 
著者の別形 コレナガ, ミキ 
著者の別形 ヤギ, コウジ 
著者の別形 MIURA, Saiko 
著者の別形 KANEKO, Shinya 
著者の別形 KORENAGA, Miki 
著者の別形 YAGI, Koji 

内容記述 

The aim of this study is to clarify the spatial composition of open spaces in urban 

commercial buildings. As a case study 91 commercial buildings of central Tokyo are 

analyzed. In high-dense city such as Tokyo, open spaces of commercial buildings are 

widely recognized as main private open spaces. Focusing on formation and 

accessibility of three-categorized open spaces as outside, semi-outside, and 

inside-common spaces, 13 types of spatial compositions are identified. In commercial 

high-dense city it is possible to draw not only customers but also the general public 

from street into commercial buildings. Therefore, this paper examines continuity 

between street and their open spaces from connection between aforesaid spatial 

compositions and layout of shop entrances. 
出版元 日本建築学会 
作成日 2008-03-30 
資源タイプ 学術雑誌論文 
ISSN 13404210 
書誌レコード ID AN10438548 
雑誌名 日本建築学会計画系論文集 
巻 73 
号 625 
開始頁 573 
終了頁 578 
刊行日 2008-03-30 
言語 日本語 
権利 日本建築学会 
権利 本文データは学協会の許諾に基づきCiNii から複製したものである 
テキストバージョン publisher 
版に関する情報 http://ci.nii.ac.jp/naid/110006647714/ 

 
☆課題2のポイント☆ 

 
これまた演習で調べたとおり，SCPJ にある指定 
・rights: 学協会名（当該学協会誌の刊行元学協会を明示してください） 
・rights: 本文データは学協会の許諾に基づきCiNii から複製したものである 
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・relation: isVersionOf: http://ci.nii.ac.jp/naid/************/（CiNii の当該論文詳細画面のパーマリンクのURL） 
に従って rights と relation を記述します。 
また「出版社版のみ使用可」ということで，textversion は publisher になります。 
論文抄録がCiNii にもあったので，入力しました。抄録は description に入れます。 
 
 
 
○課題3  博士学位論文 

研修, 一郎（ケンシュウ, イチロウ）「リポジトリが拓く図書館サービス」 

学位授与日：2007年 3月24日 

学位授与大学：銀沢大学 

取得分野：コミュニケーション学 

学位記番号：甲第9999号 

# 雑誌投稿，出版なし（予定もなし） 

 

項目名 値 
タイトル リポジトリが拓く図書館サービス 
タイトルの別形 リポジトリ ガ ヒラク トショカン サービス 
著者 研修, 一郎 
著者の別形 ケンシュウ, イチロウ 
内容記述 銀沢大学;博士(コミュニケーション学);甲第9999号;平成19年3月24

日 
資源タイプ 学位論文 
刊行日 2007-03-24 
言語 日本語 
テキストバージョン publisher 

 
☆課題3のポイント☆ 

 
学位論文については，標準メタデータ項目と記述方法がそのうち決まるかもしれません。とりあえず，取

り出しやすい形で， 
学位記番号，報告番号，学位の種類・分野，授与年月日 

等を入れておくと後々便利でしょう。今回は同一の内容記述項目に全てセミコロン区切りで入れました。

これも機関によって様々な書き方をしています。 
学位論文の textversion については以前話題にあがり(下記 drf-ML アーカイブ参照)，今回はこの資料が「オ

リジナル，公式版」という解釈で publisher を付与しました。こちらも機関によって空欄のところなど，

解釈が様々です。 
 
 
[drf:859] および [drf:861]  Re:各 IR 確認しましょう！junii2 の textversion の記し方 
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drfml/msg00853.html 
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drfml/msg00855.html 
 

実習お疲れ様でした。   
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